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 3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震で犠牲にな
られた方々に心からご冥福とお見舞いを申し上げます。
また、一日も早いまちの再生と復興が行なわれることを
願わずにはいられません。坂戸民商は、全国の民主商工
会とともに対策本部を設置し大震災への復興支援をすす

めることとしました。市民のみなさまの暖かいご支援とご協力をお
願い致します。    
             坂戸民主商工会 会長 西村利弥 
  ☆義援金募金ついて 

   義援金募金は  郵便振替 口座番号 00120-1-42204   

     加入者名 坂戸民主商工会へお願いします。 

  ☆復興支援物資 

      次のものを(未使用品)お願いします。 

①食料 

(水、無洗米5㎏、みそ、カレールー、レトルト食品、ミルク、離乳食等) 

 

②各種生活用品 

(ウエットティッシュ、トイレットペーパー、携帯カイロ、乾電池 
     卓上コンロ・ボンベ、男女下着、生理用品、毛布、帽子等) 

 

☆搬入先 坂戸市千代田4-14-4 中小企業会館1階 284-1177 

   月曜～金曜 午前9時～午後7時 土、日 午前9時～12時 

写真は宮城県宮古民主商工会撮影 

まち 

夜 

 坂戸民主商工会や坂戸市・鶴ヶ島市の両飲食店などで行ってい

る飲食店スタンプラリーや夜のまちオリエンテーリングの参加店

も民商とともに復興支援募金にとりくんで頂けることになりまし

た。お店にお立ち寄りの節は宜しくお願い致します。また、ご協

力を頂けるお店には「募金箱」をお届けしています。 

第８回さかど民商まつりは予定どおり行います 

 大震災と原発事故の影響で大変な中ですが、

「第８回さかど民商まつり」は5月15日(日)坂戸市

運動公園にて予定どおり行う予定です。 

 中小商工業の発展と地域経済の振興、伝統文化

の継承・発展など地域になくてはならない祭りと

して頑張ります。ご支援・ご協力を宜しくお願い

致します。 

 引き続き、出演者、模擬店、フリーマーケットの

募集も行っていますのでお申込み下さい。 

         さかど民商まつり実行委員会 

東北地方太平洋沖地震復興支援 

頑張れ日本・頑張れ東北 

東北地方太平洋沖地震・復興支援にご支援を 



 

こ
れ
で
良
い
の
か
？ 

坂
戸
市
政
と
市
議
会
議
員
の
現
状
を
み
る 

坂戸市の危機管理能力の無さと市民に冷たい対応 

坂戸市は市民生活を守る補正予算をただちに組むこと。臨時市議会開催で真剣論議を求めます 

 

三
月
十
八
日
付
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
坂
戸
市
は

福
島
県
人
会
と
宮
城
県
人
会
の
会
員
か
ら
の
推
薦

で
仮
設
住
宅
を
提
供
す
る
と
報
道
さ
れ
た
。
し
か

も
二
世
帯
の
み
で
特
定
の
県
人
会
の
推
薦
を
必
要

と
す
る
「
差
別
的
」
扱
い
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
こ
と
ぶ
き
荘
と
城
山
荘
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
た
が
、
二
十
三
日
ま
で
準
備
も
で
き
ず

避
難
し
て
き
た
あ
る
家
族
は
「
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
断
ら
れ

た
」
と
話
し
て
い
る
。
市
は
地
震
時
、
庁
内
の
災
害
対
策
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
、
警
戒
体
制
発
令
を
行
な
っ
た
が
翌
日
の
十
二
日
早
朝

に
は
早
々
と
解
除
し
て
し
ま
い
、
あ
と
は
担
当
者
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
県
人
会
に
知
り
合

い
が
い
な
い
と
差
別
的
扱
い
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
坂
戸
市
の
防

災
マ
ニ
ア
ル
に
そ
う
書
い
て
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
が
目
の
前
に
い
る
被
災
者

を
救
う
気
持
ち
は
な
い
の
か
。 

 

区
長
・
自
治
会
長
宛
に
市
役
所
か
ら
地
震
被
害
調

査
票
が
送
ら
れ
た
の
は
三
月
の
一
九
日
だ
っ
た
。
①

人
的
被
害
②
建
物
被
害
③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
三
つ
を

調
査
し
三
月
末
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
あ

る
。
同
じ
文
書
中
に
報
告
と
し
て
「
地
域
等
の
民
家

の
瓦
損
傷
は
二
〇
〇
件
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
、

い
つ
誰
が
調
べ
た
結
果
報
告
な
の
か
？
判
っ
て
い
る
な
ら
何
故
今
頃

に
な
っ
て
再
調
査
す
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
実
は
市
民
の
被
害
調

査
に
つ
い
て
は
今
だ
に
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
と
災
害
時
の
情
報
交
換
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で

も
市
民
の
状
況
も
把
握
す
る
気
が
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
。 

 

坂
戸
市
議
会
は
、
三
月
十
六

日
か
ら
行
わ
れ
る
議
員
の
一
般

質
問
を
と
り
や
め
て
し
ま
っ

た
。
三
月
議
会
は
条
例
の
改
正

や
人
事
案
件
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
平
成
二
十
二
年
度
補
正

予
算
、
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
、
市
道
路
線
の

認
定
・
廃
止
な
ど
三
十
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
。
一
般
質
問
は
議
員
十
一
名
が
行
な
う

予
定
で
あ
っ
た
が
震
災
を
理
由
に
取
り
や
め
て
し

ま
っ
た
。
質
問
の
中
に
は
「
災
害
時
要
援
護
者
の
支

援
体
制
」
や
「
農
家
へ
の
農
業
被
害
対
応
」
「
学
校

の
地
震
対
策
」
「
地
域
経
済
活
性
化
」
「
火
葬
場
・

斎
場
整
備
」
「
坂
戸
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
問
題
な
ど
、
ど
れ
も
市
民
生
活
に
直
結
す
る
重

要
議
案
で
あ
る
。
「
延
期
な
ら
ま
だ
し
も
、
取
り
や

め
る
」
と
は
議
員
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
し
た
に
等

し
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

副
市
長
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

が
こ
の
人
物
は
か
つ
て
市
職
員
に

対
し
政
党
機
関
紙
の
購
読
状
況
を

調
査
し
た
経
歴
が
あ
り
ま
す
。
憲

法
の
保
障
す
る
思
想
・
信
条
の
自

由
を
職
権
を
使
っ
て
調
査
す
る
こ

と
な
ど
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は
市

職
員
も
安
心
し
て
働
け
な
い
し
、
市
民
は
職
員
に

相
談
に
い
け
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
を
知
り
な
が

ら
起
用
し
た
と
な
れ
ば
市
長
と
賛
成
し
た
市
議
会

議
員
の
見
識
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 震災による被害は、人的、物的被害だけでなく、出勤停止や残業カットで「ローン
の支払が出来なくなる」工場では「操業停止や発注打切り」が相次いでおり、飲食店
やホテルでは「歓送迎会や宴会の中止」などで新たな倒産の危機さえ起きている。 
 今こそ市民生活と市内業者を支える緊急の対応が求められています。これに対し坂
戸市は危機管理の意識もなく対策の打ち出しが出来ない。 

 予想される経済の混乱と震災による被害から市民生活を守ること。何よりも「市民の命を守る」市政へ
転換させなくてはならないと思います。市民の犠牲の上に成り立つ市政などあり得ません。 
この文章に対するご意見をお寄せ下さい。 
  
   送付先 FAX 049-284-1974 又は e-mail shimada-sakado@support.or.jpまでお願いします。 
                         (文責 坂戸民主商工会事務局長 島田康夫) 
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